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開校123周年 
遠浅小学校学芸会

　10月22日㈯に、全校児童38名
による学芸会を開催。
　各演目では、得意技の披露や
児童が弾く楽器の音色が会場を
包みこむなど、全校児童の想い
がたくさん詰まった素敵な学芸
会となりました。

閉
校
記
念
学
芸
会
・
学
習
発
表
会

歴
史
に
残
れ
！
最
高
の
演
技

　
令
和
５
年
４
月
の
義
務
教
育
学
校
の
開
校
に
伴
い
、
現
在
の
校
舎
で
学
校

生
活
を
送
れ
る
の
が
残
り
数
か
月
と
な
る
中
、
閉
校
記
念
学
芸
会
・
学
習
発

表
会
が
早
来
地
区
に
あ
る
３
つ
の
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
小

学
校
で
行
う
最
後
の
発
表
会
で
一
生
懸
命
頑
張
る
児
童
た
ち
の
姿
を
お
届
け

し
ま
す
。

１・２年生　シンデレラとおひめさまたち

５・６年生　ここは　ふるさと

５・６年生　ここは　ふるさと５・６年生　ここは　ふるさと

３・４年生　鬼の子　おに太３・４年生　鬼の子　おに太
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開校116周年 
安平小学校学芸会

　10月23日㈰に、全校児童19名による学芸会を
開催。
 「感謝・感動・協力を大切に、最後の学芸会を�
成功させよう！」をテーマに、児童たちが協力�
し合いながら劇や器楽演奏を披露しました。�
笑いを誘う劇もあり会場は盛り上がりました。１・２年生　おむすびころりん

全校児童　風になりたい

１・２年生　おむすびころりん ３・４年生　何でも引受株式会社

５・６年生　ギャラクシートレイン ～安平の歴史旅行～５・６年生　ギャラクシートレイン ～安平の歴史旅行～
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開校126周年 
早来小学校学習発表会

　11月12日㈯に、全校児童136名による学習�
発表会を開催。
 「最高のフィナーレを飾れ！」をテーマに、�
キレキレのダンスやコミカルな劇、魅力的な演奏
が会場に響き渡るなど素晴らしい活躍を披露して
くれました。１年生　とどけ！ぼくらのハーモニー ～力を合わせて発表だ！～

５年生　早来小学校、いつまでも ～ぼくらは つづくよ どこまでも～

３年生　Remember Me ～明日への一歩～ ２年生　スイミー

４年生　給食番長

６年生　日本一ピザ６年生　日本一ピザ
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最
後
の
学
芸
会
、
学
習
発
表
会
を
終
え
て
、
各
小
学
校
の 

校
長
先
生
、
教
頭
先
生
、
児
童
会
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

遠
浅
小
学
校
　
奥
本 

政
一 

校
長

　

最
後
の
学
芸
会
な
の
で
、
練
習
か
ら
本
番
ま
で
を
通
し
て
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
児
童
た
ち
の
成
長
が
見
ら

れ
、
本
番
で
は
低
・
中
・
高
学
年
そ
れ
ぞ
れ
演
目
の
色
を
出
し
て

立
派
に
や
り
遂
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
の
頑
張
る
姿
を
見

て
保
護
者
の
方
々
も
ご
満
足
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

早
来
小
学
校
　
山
田 

耕
一 

校
長

 

「
最
高
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
れ
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
児
童
や
先
生
た
ち
が
共
に
作
り
上
げ
て
思
い
出
に
残
る

よ
う
な
学
習
発
表
会
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
取
り
組
み

の
中
で
、
一
人
ひ
と
り
が
力
を
つ
け
る
成
長
を
感
じ
た
の
で

嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

森
島
　 

新 

教
頭

　
全
校
児
童
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
出
番

が
多
く
児
童
た
ち
は
大
変
で
し
た
が
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
最

後
の
学
芸
会
を
飾
る
に
相
応
し
い
内
容
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
の
ま
ま
を
表
現
で
き
る
児
童
、
普
段
は
あ
ま
り
話
さ
な
い

児
童
も
い
る
中
で
、
全
員
が
保
護
者
の
前
で
し
っ
か
り
表
現
で
き

て
い
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

網
代 

健
男 

教
頭

　
入
場
す
る
と
き
の
緊
張
し
た
顔
、
や
り
終
わ
っ
た
と
き
の

ホ
ッ
と
し
た
顔
を
見
る
と
、
頑
張
り
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
、
そ
の
一
瞬
一
瞬
を
や
り
切
り
、
多
く
の

保
護
者
の
方
の
前
で
し
っ
か
り
演
技
し
て
く
れ
ま
し
た
。
何

事
に
対
し
て
も
一
生
懸
命
取
り
組
む
姿
を
見
て
、
私
も
感
動

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

児
童
会
長
　
有
本 

好
花 

さ
ん

　
遠
浅
小
学
校
と
し
て
行
う
最
後
の
学
芸

会
だ
っ
た
の
で
、
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う

に
全
力
で
臨
み
ま
し
た
。
練
習
で
は
声
が

小
さ
か
っ
た
り
、
音
楽
で
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
番
で

は
成
功
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

残
り
の
数
か
月
は
、
み
ん
な
で
楽
し

く
、
笑
い
合
え
る
よ
う
な
学
校
生
活
を
送

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
平
小
学
校
　
中
島
　 

勉 

校
長

　
昨
年
、
お
呼
び
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
地
域
の
方
々

を
学
芸
会
に
お
招
き
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

小
さ
な
学
校
な
ら
で
は
の
全
員
が
輝
け
る
学
芸
会
が
今
年
最

後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
ま
で
以
上
に
私
自
身
す
ご
く
緊

張
し
ま
し
た
。

　
緊
張
の
中
で
も
し
っ
か
り
と
や
り
遂
げ
た
児
童
た
ち
の
姿

に
感
動
を
い
た
だ
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

草
刈 

昭
斎 

教
頭

　
ど
の
学
年
も
演
目
に
工
夫
を
加
え
、
歴
史
・
伝
統
を
振
り

返
る
内
容
で
し
た
。
感
謝
・
感
動
・
協
力
と
い
う
テ
ー
マ
の

と
お
り
と
て
も
良
い
発
表
が
で
き
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
普

段
と
は
違
う
児
童
た
ち
の
伸
び
を
み
て
と
て
も
成
長
を
感
じ

ま
し
た
。

児
童
会
長
　
高
田 

侑
摩 

さ
ん

　
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
無
事
に
終
わ
り

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
安
平
小
学
校
の

校
舎
、
全
校
児
童
で
演
技
で
き
る
の

が
最
後
と
い
う
の
も
あ
っ
た
の
で
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
や
ろ

う
と
い
う
気
持
ち
で
臨
み
ま
し
た
。

　
残
り
の
数
か
月
は
、
悔
い
の
残
ら

な
い
よ
う
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
り

た
い
で
す
。

児
童
会
長
　
中
村 

佑
志
郎 

さ
ん

　
寂
し
い
と
い
う
気
持
ち
は
な
く
、

楽
し
く
学
習
発
表
会
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
劇
は
、
笑
い

を
取
る
よ
う
な
役
を
や
っ
た
の
で
、
会

場
の
皆
さ
ん
に
笑
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
演
技
し
ま
し
た
。

　

残
り
の
数
か
月
は
、
最
高
学
年
と

し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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冬
の
吹
雪
で
見
通
し
の
き
か
な

い
道
路
で
は
、
通
行
止
め
の
規
制

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
通
行
止
め
区
間
へ
脇
道
な
ど
か

ら
侵
入
す
る
と
、
吹
き
だ
ま
り
に

衝
突
し
た
り
、
車
両
が
ス
タ
ッ
ク

し
て
孤
立
す
る
な
ど
、
命
に
関
わ

る
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
大
変
危
険
で
す
の
で
指
定
さ
れ

た
迂
回
路
の
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
通
行
規
制
の
状
況
は
次

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い

ま
す
。

通
行
規
制
情
報
（
北
海
道
地
区
道

路
情
報
の
ペ
ー
ジ
）

https://info-road.hdb.
hkd.m

lit.go.jp/RoadInfo/
index.htm下記二次元バー

コードからご覧
いただけます。

　
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
は
一
定
の

要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
所
得

　
町
内
に
あ
る
住
宅
や
倉
庫
な
ど

を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
年
内
に

手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日

現
在
の
状
況
で
課
税
さ
れ
る
た

め
、
今
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し

た
場
合
、
翌
年
度
か
ら
は
課
税
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
。

①
登
記
済
の
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
→
法
務
局
で
建
物
滅
失
登
記

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
未
登
記
の
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
→
税
務
住
民
課
に
家
屋
滅
失

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
札
幌
法
務
局
苫
小
牧
支
局

　
　
　
☎
０
１
４
４
㉞
７
１
５
１

　
税
務
住
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉒
２
５
１
３

税
の
控
除
や
固
定
資
産
税
の
軽
減

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
要
件
は
リ
フ
ォ
ー
ム
の
種
類
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
施
工

業
者
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

リ
フ
ォ
ー
ム
減
税
の
種
類

・
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ
フ
ォ
ー
ム

・
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム　
　
な
ど

問
合
せ

　
税
務
住
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉒
２
５
１
３

　
苫
小
牧
税
務
署

　
　
　
☎
０
１
４
４
㉜
３
１
６
５

問
合
せ

　
北
海
道
胆
振
総
合
振
興
局
室
蘭

建
設
管
理
部
維
持
管
理
課

☎
０
１
４
３
㉔
９
８
７
３

　
広
報
あ
び
ら
11
月
号
と
一
緒
に

配
布
し
た
「
安
平
町
デ
ジ
タ
ル
政

策
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
回
答
を
締
め
切
り
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

問
合
せ

　
総
務
課
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉒
２
５
１
１

広告欄

広告欄

ふるさと納税（10月実績）

安平町は、たくさんの方に
応援していただいています。

　　　　寄付件数　2,935件
　　　　金　　額　35,010,000円

「
安
平
町
デ
ジ
タ
ル
政
策

に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
ご
協
力
の
お
礼

・ ・

・ ・

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

は
手
続
き
を

・ ・

・ ・

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す

る
減
税
制
度
に
つ
い
て

・ ・

・ ・

通
行
規
制
区
間
へ
の
進
入

の
危
険
性
に
つ
い
て

・ ・

・ ・

町
や
道
な
ど

か
ら
の
お
知

ら
せ
で
す
。

お
知
ら
せ
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「冬の節電プログラム」に参加しませんか
　北海道電力㈱では「ほくでん冬の節電プログラム」を実施中です。
　エネモールポイント会員（新規加入可）でエントリーしていただいた方に、特典（参加および節
電達成）を用意しています。低圧（家庭、商店）と高圧・特別高圧（商業施設、工場など）で内容
が異なりますので、ご確認のうえエントリーしてください。

【低圧の方向け】「我が家の節電チャレンジ　〜ポイントで道産品を購入して北海道を応援しよう〜」
　申 込 期 限　12月31日㈯
　参 加 特 典　エントリーで4,000円相当のエネモポイントを全員にプレゼント。
　エントリー方法　下記URL、または右記二次元バーコードを読み取ってください。
　　　　　　　　　　　　https://www.enemall.hepco.co.jp/u.contents/cd/hl_winpro2022.html

　節 電 達 成 特 典　① 令和５年１月分～３月分の各月の電気使用量が、前年同月との比較でマ
イナス３%以上を達成で、1,000円／月相当のエネモポイントを全員に
プレゼント。

　　　　　　　　　② 12月分～令和５年３月分の各月の電気使用量が前年同月との比較でマイ
ナス３%以上を達成で、

　　　　　　　　　　・ご契約メニューが「ドリーム８」「ドリーム８エコ」の方
　　　　　　　　　　　→ 1,000円／月相当のエネモポイントを全員にプレゼント。
　　　　　　　　　　・それ以外のご契約メニューの方
　　　　　　　　　　　→ 抽選で毎月500名に1,000円相当のエネモポイントをプレゼント。

　※�高圧・特別高圧の方向け「冬季節電プロジェクト」のエントリー・詳細は右記二次元
バーコードを読み取ってご確認ください（申請期限は12月16日㈮まで）。

問合せ　低圧→ほくでんお客さま相談センター　☎ 0120‒956‒8688（受付時間９時～17時）
　　　　高圧・特別高圧→北海道電力㈱苫小牧支社　☎ 0144 ㊲ 8177（受付時間９時～17時）

広告欄

広告欄

広告欄

広告欄
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【問合せ】政策推進課政策推進グループ　☎㉒ 2751

地 域 お こ し 協 力 隊  イ ン タ ー ン地 域 お こ し 協 力 隊  イ ン タ ー ン
募 集 中 ！募 集 中 ！

募集案内は
こちらから 

今年度はすでに５名の協力隊インターンにご活躍いただきました。
今注目の「あびら教育プラン」などの地域活動を一緒に行ってみませんか？

秋の叙勲　酒井　秀昭氏に瑞宝単光章

「Fanfare あびら起業家カレッジ」
プレゼンテーション開催のお知らせ

　昨年度から開始し、今年度は２回目の開催となる「Fanfareあびら起業家カレッジ」。安平町を舞
台に、新しい働き方や起業、事業創出に挑戦・チャレンジする方々を育成・サポートすることで、
将来に向けた持続可能で活力のある町づくりを目指していくというものです。
　11月12日～13日にはビジネス合宿が行われ、参加者は地域で活躍されている方々や起業経営
者、地元金融機関、商工会などからアドバイスを受けながら、ビジネスプランを練り上げました。
　その成果を、安平町での起業プランとして12月10日㈯にプレゼンテーションを行います。
　当日は、地元食材を使用したクラフトビール醸造や飲食店運営
などのプレゼンテーションが予定されています。選考の結果、採
択された方には地域おこし協力隊制度を活用しながら、ご本人の
起業プランを実践していただくことになります。
　プレゼンテーションの模様はどなたでも観覧できますので、ぜ
ひお越しください。
　日　時　12月10日㈯　10時～
　場　所　ENTRANCE（JR追分駅前）
　問合せ　政策推進課政策推進グループ　☎ ㉒ 2751

昨年のプレゼンテーションの様子

　11月７日、令和４年秋の叙勲の伝達式が総合庁舎で執り行われ、及
川町長から勲記と勲章が手渡されました。
　瑞宝単光章を受章した酒井氏は、昭和36年に「北海道農業基本調
査」の調査員として30回、さらには昭和42年から令和２年まで50年
（計11回）の永きにわたり「農林業センサス」の調査員として従事。
その功績が評価され、この度の受章となりました。
　また、農業系以外の統計調査である「国勢調査」の調査員を平成12
年より５回従事し、常に他の調査員の模範となるなど統計調査に尽力した功績は非常に高く評価さ
れています。
　受章した酒井氏は、自身も農業者という立場から、調査の意義と重要性を深く理解しており、地
域の信頼も厚く、まだまだ現役で調査員として活動していく意向とともに、今後の統計調査員の後
継者の事も考慮していただくなど、統計行政について多くの協力をしていただいています。
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町道除排雪に関してのお願い
　今年もこれから本格的な除排雪のシーズンとなり、町民の皆さんも何かとご苦労されることと思
います。町では冬期間の交通確保のため除排雪業務を行っていますが、作業をスムーズに行うため
に、次のことについて町民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

玄関先に残った雪の除雪にご協力を
　限られた除雪機械と人員で除雪対応しているため、玄関先をきれいに除雪することはできませ
ん。大変ご負担をおかけしますが、玄関先の残雪はそれぞれの家庭や地域で処理していただくよ
うお願いします。なお、お気づきのことがあれば問合せ先までご連絡ください。
※�高齢者および身体しょうがい者世帯を対象とした除雪サービス（有料）があります。詳しくは広報
笑顔11月号をご覧いただくか、健康福祉課福祉グループ（☎㉙7071）へお問い合わせください。

排雪は指定の場所へ
　排雪は、町が指定している雪捨場へ運ぶよ
うにお願いします（下記雪捨場案内図参照）。

道路に雪を捨てないで
　宅地内の雪を道路に出すと、交通障害や交
通事故などの原因となる恐れがあります。道
路に雪を捨てないようにお願いします。

除雪時間
　朝の通学・通勤の時間帯までに幹線道路の
作業を終えるよう０時～２時頃から出動します
が、降雪の時間帯や雪の量などにより出動およ
び終了時間が大きく前後する場合があります。

路上駐車は、しない・させない
　路上駐車をされると除雪作業がきれいに行
えず、付近の方々が大変迷惑をします。路上
駐車は絶対に「しない」「させない」ように
お願いします。

雪捨場案内図

雪捨場は多くの方が利用する場所です。
次の方の利用を考えて、必ず奥の方から
順次捨ててください。

 ② 安平地区 ① 追分地区

問合せ　建設課土木・公園グループ　☎ ㉙ 7075 ④ 遠浅地区

 ③ 早来地区
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令和４年度　町政功労賞等表彰式
　11月２日、追分公民館にて令和４年度安平町町政功労賞等表彰式が執り行われ、町政運営等に尽
力された22の個人や団体が表彰されました。
　表彰された皆様、この度は誠におめでとうございました。

町政功労賞
　牧 田　弘 満　氏　　 追分町議会議員、安平町議会議員、安平町議会議長の公職を歴任し、 

議会議員として永きにわたり町政の発展に尽力されました。

社会功績賞　
　岩 佐 喜久子　氏　　主任児童委員
　楠 野　公 夫　氏　　自治会長
　佐々木　  弘　氏　　自治会長
　土 田　耕 啓　氏　　自治会長
　田 村　興 文　氏　　自治会長
　鳥 越 真由美　氏　　町内会副会長

自治功績賞　　　　　　　　　　　　　　
　米 川 惠美子　氏　　安平町議会議員　
　森 下　 　茂　氏　　安平町副町長　　
　村 井　克 彦　氏　　安平町副町長　　
　吉 田　　 章　氏　　安平町地域公共交通
  　　　　　　　　　　会議委員　　

教育功績賞
　立 浪　修 次　氏　　安平町スポーツ推進委員
　赤 坂 喜美惠　氏　　安平町文化財保護委員

産業功績賞　　　　　　　　　　　　　　
　水 橋　　 勉　氏　　農業委員会委員　　
　仲 治　臣 泰　氏　　商工会役員　　　　

公益貢献賞
　新 谷　　 一　氏　　多額の寄付　　　　　　　猪 口 せい子　氏　　多額の寄付
　中 村　麻 弥　氏　　多額の寄付　　　　　　　菊 池　　 晃　氏　　多額の寄付
　菊 池　　 正　氏　　多額の寄付
元 医療法人同和会　理事長
　菊 池　　 晃　氏　　多額の寄付

善行努力賞
　阿 部 千惠美　氏　　地元ハーフマラソン大会完走（女性50歳以上）
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【町税の状況】
区 分 収入額 前年度比 徴収率
町 民 税 8億5,362万円 7.9% 97.7%
固 定 資 産 税 10億9,545万円 19.8% 83.5%
軽 自 動 車 税 2,217万円 0.8% 92.5%
町 た ば こ 税 5,875万円 4.5% 100.0%
合 計 20億2,999万円 13.8% 89.5%

【地方交付税の状況】
区 分 収入額 前年度比
普 通 交 付 税 22億9,427万円 9.8%
特 別 交 付 税 4億8,922万円 8.0%
合 計 27億8,349万円 9.5%

歳　　入
項　　目 決算額 前年度比

町 税 20億2,999万円 13.8%

地 方 交 付 税 27億8,349万円 9.5%

使用料・手数料 2億1,318万円 4.8%

国 庫 支 出 金 15億467万円 △40.7%

道 支 出 金 5億4,080万円 △10.1%

諸 収 入 1億5,164万円 △3.7%

町 債 9億2,690万円 29.4%

その他（※１） 13億7,976万円 △34.0%

合　　計 95億3,043万円 △10.4%

【主な増減の要因】
町 税 ：固定資産税など

　2億4,649万円の増

地方交付税 ：普通交付税に係る臨時経済対策費分など
　2億4,036万円の増

国庫支出金 ：特別定額給付費補助金など
　10億3,337万円の減

町 債 ：過疎対策事業債など
　2億1,067万円の増

そ の 他
（財産収入）

：株式譲渡収入など
　3億1,136万円の減

【令和３年度決算】　

まちの家計簿
　安平町の令和３年度決算および財政状況に
ついてお知らせします。
　なお、一般会計および特別会計の決算につ
いては、10月27日㈭、28日㈮に開かれた決
算審査特別委員会で認定され、12月の定例町
議会で報告されます。

※１　その他は地方譲与税、財産収入などです。

歳 入
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歳入総額 95 億 3,043 万円
歳出総額 93 億 9,341 万円
実質収支 １億 2,960 万円

一 般 会 計 　令和３年度の一般会計における決算状況は、歳入（収
入）総額が95億3,043万円、歳出（支出）総額が93億
9,341万円で、これに令和４年度に繰り越した事業に必要
な財源742万円を除いた実質的な収支額は、１億2,960万
円の黒字となりました。

【給与費の状況】
区 分 支出額 前年度比
給 料 5億158万円 △1.2%
職 員 手 当 等 2億9,976万円 0.1%
共 済 費 等 2億6,064万円 △2.2%
合 計 10億6,198万円 △1.1%

【基金残高の状況】基金は、家庭での「貯金」にあたるものです。
区 分 令和３年度末
財 政 調 整 基 金 17億9,563万円
減 債 基 金 3億7,247万円
特 定 目 的 基 金 23億8,755万円
土 地 開 発 基 金 3,357万円 町民１人当たり
合 計 45億8,922万円 624,298円

【地方債残高の状況】地方債は、家庭での「ローン」にあたるものです。
区 分 令和３年度末
過疎対策事業債 15億2,224万円
合併特例事業債 23億3,620万円
臨時財政対策債 30億7,651万円
そ の 他 12億4,668万円 町民１人当たり
合 計 81億8,163万円 1,112,995円

歳　　出
項　　目 決算額 前年度比

総 務 費 15億1,246万円 19.1%
民 生 費 15億7,367万円 △28.1%
衛 生 費 4億8,132万円 7.9%
農 林 水 産 業 費 4億286万円 △4.9%
商 工 費 2億3,236万円 8.9%
土 木 費 9億4,571万円 △14.4%
消 防 費 3億6,620万円 △4.8%
教 育 費 16億5,605万円 126.9%
公 債 費 10億6,634万円 2.4%
給 与 費 10億6,198万円 △1.1%
災 害 復 旧 費 2,651万円 △98.3%
その他（※ 2） 6,795万円 0.8%

合　　計 93億9,341万円 △10.5%

【主な増減の要因】
総 務 費 ：情報通信基盤整備負担金など

　２億4,213万円の増
民 生 費 ：特別定額給付金など

　６億1,548万円の減
衛 生 費 ：新型コロナウイルスワクチン接種業務委託など

　3,513万円の増
農林水産業費 ：追分地区米麦乾燥調製施設設備改修工事など

　2,092万円の減
土 木 費 ：地域優良賃貸住宅建設工事など

　１億5,916万円の減
教 育 費 ：早来小中学校建設工事など

　９億2,627万円の増
災害復旧費 ：各種災害復旧工事など

　15億2,690万円の減
※２　その他は議会費、労働費です。

歳 出
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１．子育て・教育
　●遊育推進事業＜民生費＞　事業費405万円（国庫補助金202万円）
　　・遊育推進委託料
　●特定不妊治療費助成事業＜衛生費＞　事業費204万円
　　・特定不妊治療費助成
　● 安平町立早来小学校・中学校整備事業＜教育費＞　事業費10億873万円（国庫補助金３億7,676万円、 

道補助金9,200万円、町債５億3,400万円）　
　　・早来小中学校建設工事等
　●小規模保育所創設・運営補助事業＜民生費＞　事業費4,897万円（国庫補助金3,963万円、町債880万円）
　　・小規模保育所創設、運営補助事業補助金
２．人づくり・コミュニティ
　●コミュニティ復興支援事業＜総務費＞　事業費2,400万円
　　・コミュニティ復興事業交付金
　●学びサポート事業＜教育費＞　事業費374万円（国庫補助金187万円）
　　・学びサポート事業委託料
　●サテライトオフィス整備事業＜商工費＞　事業費1,483万円（国庫補助金688万円、寄付金565万円）
　　・サテライトオフィス整備事業等
３．経済・産業
　●生産振興対策事業＜農林水産業費＞　事業費597万円
　　・緑肥導入促進事業補助金　240万円　　・地域農業支援システム整備事業補助金　250万円
　　・土壌分析推進事業補助金　107万円
　●農地耕作条件改善事業＜農林水産業費＞　事業費1,879万円（国庫補助金1,203万円、分担金676万円）
　　・農地耕作条件改善工事等
４．健康・福祉
　●医師確保等支援事業＜衛生費＞　事業費485万円（国庫補助金485万円）
　　・休日夜間地域医療体制確保助成金
　●地域医療提供体制維持費補助事業＜衛生費＞　事業費2,000万円
　　・地域医療提供体制維持費補助金
　● 新型コロナウイルスワクチン接種対策事業＜衛生費＞　事業費5,957万円（国庫補助金5,744万円、 

道補助金213万円）
　　・新型コロナウイルスワクチン接種対策事業等
5．生活環境・生活基盤
　●循環バス運行事業＜総務費＞　事業費2,115万円（国庫補助金678万円）
　　・循環バス運行事業委託料
　●デマンド交通運行事業＜総務費＞　事業費1,802万円
　　・デマンド交通運行事業補助金
　●定住促進事業＜総務費＞　事業費610万円
　　・住宅建設奨励助成金　170万円　　・転入奨励助成金　70万円　　・新規就農商工業奨励金　60万円
　　・出生祝金　250万円　　・結婚祝金　60万円
６．行財政運営
　●あびらチャンネル整備事業＜総務費＞　事業費2,554万円（国庫補助金389万円）
　　・エリア放送等ネットワーク設備保守業務委託料等
７．胆振東部地震による災害復旧・復興事業
　●道路橋りょう災害復旧事業＜災害復旧費＞　事業費816万円
　　・町道災害復旧工事等
　●河川災害復旧事業＜災害復旧費＞　事業費1,228万円
　　・河川災害復旧工事等

令和３年度に実施した主な事業一覧（一般会計）

経常収支比率とは：毎年度継続して収入される町税や普通
交付税などの経常的収入が、毎年度決まって支出される人
件費などの経常的支出にどれだけ充てられたかを示す指標
で、割合が高いほど町が自由に使えるお金が少ないため、
一般的には低い方が望ましいと言われています。
財政力指数とは：標準的な行政運営を行う場合必要な一般
財源額のうち、どの程度地方税等の収入でまかなえるかを
示したもので、割合が高いほど自主財源が多く国などへの
依存度が低いので、財政基盤が強いことになります。

財政指標の状況
　広報あびら10月号で健全化判断比率及び資金不足
比率についてお知らせしていますが、ここではそれ
以外の主な財政指標についてお知らせします。

指標 令和３年度 対前年度 全道平均
経常収支比率 86.9% △3.4％ 92.4%
財政力指数 0.456% △0.007% 0.484%

※財政力指数は３か年平均、全道平均は令和２年度の状況
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国民健康保険事業
特別会計

歳入 ９億3,266万円（前年度比 △1.4％） 歳出 ９億3,130万円（前年度比 △0.1％）
項目 決算額 前年度比 項目 決算額 前年度比

国民健康保険税 ２億2,064万円 △4.8% 総務費 603万円 △2.0%
国庫支出金 13万円 △85.9% 保険給付費 ５億9,961万円 9.0%
道支出金 ６億1,206万円 6.2% 国民健康保険 

事業費納付金 ２億7,743万円 0.6%
繰入金 8,523万円 △18.8% 保健事業費 625万円 △53.5%
繰越金 1,393万円 △56.6% 基金積立金 4,000万円 △34.7%
諸収入 67万円 234.6% その他（※3） 198万円 △92.1%

※３その他は共同事業拠出金、諸支出金など

後期高齢者医療事業
特別会計

歳入 １億3,985万円（前年度比 2.8％） 歳出 １億3,872万円（前年度比 2.6％）
項目 決算額 前年度比 項目 決算額 前年度比

後期高齢者医療 
保険料 １億162万円 2.5% 総務費 88万円 △7.2%

国庫支出金 0万円 △100.0% 後期高齢者医療 
広域連合納付金 １億3,757万円 2.7%

繰入金 3,732万円 2.4% 保健事業費 27万円 15.4%
諸収入 0万円 △100.0% 諸支出金 0万円 ±0.0%
繰越金 91万円 311.0%

介護保険事業
特別会計

保
険
事
業
勘
定

歳入 10億3,754万円（前年度比 5.3％） 歳出 ８億7,787万円（前年度比 3.8％）
項目 決算額 前年度比 項目 決算額 前年度比

介護保険料 1億5,362万円 △0.3% 総務費 2,703万円 5.6%
国庫支出金 2億4,912万円 6.1% 保険給付費 7億9,690万円 2.2%
支払基金交付金 2億2,255万円 2.8% 地域支援事業費 3,718万円 17.6%
その他（※５） 4億1,225万円 8.5% その他（※６） 1,676万円 95.8%

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

歳入 709万円（前年度比 37.8％） 歳出 368万円（前年度比 17.0％）
項目 決算額 前年度比 項目 決算額 前年度比

サービス収入 509万円 12.5% サービス事業費 97万円 △20.1%
繰越金 200万円 222.4% 施設整備費 0万円 ±0.0%
繰入金 0万円 ±0.0% 諸支出金 271万円 40.3%
※５　その他は道支出金、繰入金など ※６　その他は諸支出金など

公共下水道事業
特別会計

歳入 ７億812万円（前年度比 △39.9％） 歳出 ７億147万円（前年度比 △40.1％）
項目 決算額 前年度比 項目 決算額 前年度比

使用料・手数料 9,049万円 △1.2% 管理費 １億3,675万円 17.8%
国庫支出金 6,997万円 △86.4% 事業費 １億9,209万円 59.3%
繰入金 ３億6,909万円 6.7% 公債費 ３億7,263万円 △0.7%
町債 １億6,740万円 △20.4% 災害復旧費 0万円 △100.0%
その他（※７） 1,117万円 △26.7% ※７　その他は分担金・負担金、諸収入など

水道事業会計

歳入 ３億8,824万円（前年度比 △14.8％） 歳出 ４億8,869万円（前年度比 △12.0％）
項目 決算額 前年度比 項目 決算額 前年度比

収益的収入 ２億9,352万円 △8.2% 収益的支出 ３億2,790万円 △7.3%
資本的収入 9,472万円 △30.4% 資本的支出 １億6,079万円 △20.2%

●水道事業会計 ●公共下水道事業特別会計
事業名 事業費 事業名 事業費

配水管新設工事 2,596万円 公共下水道事業（早来・安平処理区） １億748万円
水道整備工事 1,481万円 特定環境保全公共下水道事業（追分処理区） 4,846万円
水道施設改修工事 2,247万円 災害復旧事業 ０万円

特 別 会 計

令和３年度に実施した主な事業一覧（特別会計）
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予
算
の
執
行
状
況

歳　　　　　入
項 目 予算現額

（Ａ）
収入済額

（Ｂ）
収入率

（Ｂ）÷（Ａ）

町 税 21億6,236万円 12億742万円 55.8%
地 方 交 付 税 26億1,806万円 16億9,434万円 64.7%
使 用 料 ・ 手 数 料 2億1,162万円 1億960万円 51.8%
国 庫 支 出 金 15億3,711万円 1億4,880万円 9.7%
道 支 出 金 4億4,659万円 1億2,387万円 27.7%
繰 入 金 4億5,474万円 0万円 0.0%
諸 収 入 1億6,279万円 6,393万円 39.3%
町 債 16億4,904万円 0万円 0.0％
そ の 他（※１） 12億414万円 3億7,212万円 30.9%
歳 入 合 計 104億4,645万円 37億2,008万円 35.6%
※１　�その他は、地方譲与税、地方消費税交付金、地方特例交付金、分担

金および負担金などです。

歳　　　　　出
項 目 予算現額

（Ａ）
支出済額

（Ｂ）
執行率

（Ｂ）÷（Ａ）

総 務 費 11億2,302万円 3億2,932万円 29.3%
民 生 費 14億240万円 4億5,872万円 32.7%
衛 生 費 4億9,466万円 1億2,455万円 25.2%
農 林 水 産 業 費 4億1,074万円 1億6,253万円 39.6%
土 木 費 9億2,765万円 1億1,778万円 12.7%
消 防 費 3億3,797万円 1億6,520万円 48.9%
教 育 費 32億6,055万円 2億6,943万円 8.3%
災 害 復 旧 費 2,900万円 447万円 15.4%
公 債 費 10億4,997万円 5億2,538万円 50.0%
給 与 費 11億260万円 5億221万円 45.5%
そ の 他（※２） 3億789万円 1億7,121万円 55.6%
歳 出 合 計 104億4,645万円 28億3,080万円 27.1%
※２　その他は、議会費、労働費、商工費などです。

 

町
債
残
高
の
状
況

地方債は、家庭での「ローン」にあたるものです。
項 目 現在高 比率 町民1人当たり（※３）
公営住宅建設事業債 5億5,481万円 7.3% 75,587円
過 疎 対 策 事 業 債 14億5,709万円 19.0% 198,515円
合 併 特 例 債 21億4,854万円 28.0% 292,716円
災 害 復 旧 事 業 債 5億564万円 6.6% 68,888円
減 税 補 て ん 債 2,596万円 0.3% 3,537円
臨 時 財 政 対 策 費 29億2,234万円 38.1% 398,138円
そ   の   他（※４） 5,470万円 0.7% 7,452円
合 計 76億6,908万円 100.0% 1,044,833円
※３　�町民１人当たりの額は、令和４年９月30日現在の人口7,340人で�

算出しています。
※４　その他は、一般公共事業債、一般単独事業債などです。

令和４年度上半期（４月～９月）　「地方自治法」及び「安平町財政状況の作成及び
公表に関する条例」に基づき、令和４年９月30日現
在における一般会計の歳入歳出予算の執行状況をお
知らせします。 まちの財政状況

①は令和４年９月30日
②は令和４年３月31日
令和４年９月30日の人口

7,340人

町有財産の状況

土 地

建 物

自動車

積立金

有価証券

出資金

①18,550,818㎡
１人当たり　2,527㎡
②18,535,202㎡
学校用地、山林 ほか

①131,636㎡
１人当たり　17.93㎡
②130,193㎡
役場庁舎、町立学校 ほか

①67台
②67台
役場乗用車、バス、ダンプ
ほか

①48億3,316万円
１人当たり　658,469円
②43億4,418万円
財政調整積立金　ほか

①１億4,190万円
１人当たり　19,332円
②１億4,256万円
株券（北海道畜産公社 ほか）

①2,105万円
１人当たり　2,867円
②2,105万円
苫小牧広域森林組合 ほか
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安平・厚真行政事務組合のページ
お 知 ら せ

■有害ごみの出し方
　リチウムイオン電池を含む電池類、モバイルバッテリーや加熱式電子タバコなどバッテリーを取り外せ
ない充電式家電製品、スプレー缶やカセットボンベ、使い捨てライター、蛍光管（直管・丸型・電球型）
は、種類ごとに透明か半透明の袋に入れて出してください。蛍光管は購入時の箱や筒に入れるか、新聞紙
等に包んで出してください。
　※�「もやせるごみ」や「もやせないごみ」に混ぜて出すと、ごみ収集車や処理施設で火災の原因となり
ますので、必ず『有害ごみ』の日に出してください。

■年末年始のごみ収集・自己搬入受け入れ休みについて
　12月30日㈮～令和５年１月３日㈫は休業となります。　※１月４日㈬〜通常通り

財 政 状 況 　地方自治法の規定に基づいて、令和４年９月30日現在の安平・厚真行政事務組合 
会計の歳入歳出、財産、地方債の状況についてお知らせします。

問合せ　安平・厚真行政事務組合　☎ ㉒ 3151　　税務住民課住民生活グループ　☎ ㉒ 2940

区　分 令和４年９月30日
現在残高

一般廃棄物処理事業債
ストックヤード施設整備事業

（H22）の償還
5,881千円

一般事業債
施設等整備事業（R２）の償還

9,200千円

合　計 15,081千円

地方債の状況
　地方債とは、一定の基準を満たす事業の財源と
して、組合が国などから借り入れた長期的な借入
金です。 建　物 2,169.16㎡

塵芥（じんかい）処理場
洗車場汚水処理設備
ストックヤード（キャノピー）
有機物供給センター
保管庫

物　品 車両４台

公用車
ホイールローダー
油圧ショベル
フォークリフト

基　金 45,460千円 廃棄物処理施設整備基金
※物品は、購入金額百万円以上を記載しています。

組合財産状況

歳　　入 予算現額 収入済額 収入率（％） 備　　考
分 担 金 及 び
負 担 金 22,664万円 11,233万円 49.6% （予算現額内訳）安平町：143,968千円

　　　　　　　　厚真町：82,672千円
使 用 料 及 び
手 数 料 3,033万円 1,179万円 38.9% ごみ処理手数料、大型ごみ処理券、有料指定 

ごみ袋売払等
財 産 収 入 252万円 0万円 0.0% アルミ・スチール缶、鉄くず売払い等
繰 入 金 998万円 0万円 0.0%
繰 越 金 0万円 530万円 　　　　― 令和３年度繰越金
諸 収 入 77万円 22万円 28.6% 普通預金決算利息、有償入札拠出金配当

歳入合計 27,024万円 12,964万円 48.0%

歳　　出 予算現額 支出済額 執行率（％） 備　　考
議 会 費 19万円 6万円 30.7% 組合議会経費
総 務 費 2,641万円 1,289万円 48.8% 事務局職員人件費、事務費等　組合監査委員経費

衛 生 費 24,088万円 9,442万円 39.2% ごみ処理委託、処理場維持管理費、苫小牧市広
域負担金等

公 債 費 176万円 88万円 49.9% 施設整備のため国からの借入金の償還
予 備 費 100万円 0万円 0.0%

歳出合計 27,024万円 10,825万円 40.1%

予算の執行状況 （令和４年９月30日現在）
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追高＝一人ひとりが主役の学校
　追分高校は、少人数だからこそ、強い絆で結
ばれた仲間と出会え、誰もが主役になれる学校
です。
　追分高校の教職員は、生徒一人ひとりをかけ
がえのない存在として認め、３年間かけて、自
律した18歳に育て上げます。

追高＝一人ひとりを伸ばせる学校

見
学
旅
行

　
10
月
25
日
㈫
～
28
日
㈮
、
２
年

生
が
関
西
方
面
へ
見
学
旅
行
に
行

き
ま
し
た
。

　
感
染
症
対
策
を
行
い
、
検
温
、

消
毒
、
黙
食
の
旅
行
で
し
た
が
、

生
徒
た
ち
は
歴
史
あ
る
建
造
物
等

を
見
学
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
神
戸
港
到
着
後
、

京
都
へ
移
動

し
金
閣
寺
を

見
学
し
嵐
山

を
散
策
し
ま

し
た
。

　
２
日
目
は
、

清
水
寺
を
見

学
し
、
京
都

へ
自
主
研
修
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
３
日
目
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
一
色
の

Ｕ
Ｓ
Ｊ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
大
阪
へ
自
主
研
修
に
出
か

け
た
班
も
あ
り
ま
し
た
。

　
４
日
目
は
薬
師
寺
で
僧
侶
の
説

法
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
奈
良

公
園
で
鹿
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

　
充
実
し
た
３
泊
４
日
を
過
ご
し

北
海
道
へ
戻
り
ま
し
た
。

地
域
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
10
月
21
日
㈮
、
１
年
生
が
地
域

清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。
追
分
高 

校
で
は
春
は
３
年
生
、
夏
は
２
年

生
、
秋
は
１
年
生
が
地
域
の
清
掃

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
各

学
年
で
行
う

地
域
清
掃
の

締
め
く
く
り

で
す
。
秋
の

終
わ
り
の
暖

か
さ
が
残
る

日
で
、
１
年

生
は
３
方
面
に
分
か
れ
て
ゴ
ミ
拾

い
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ミ
拾
い
を
終
え
て
学
校
に

戻
っ
た
生
徒
た
ち
は
、
通
学
路
が

き
れ
い
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
地
域
清
掃
活
動

を
通
し
て
、
地
域
の
環
境
美
化
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
養
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

救
命
救
急
講
習
開
催

　

10
月
28
日
㈮
、
１
年
生
が
救

命
救
急
講
習
を
受
講
し
ま
し

た
。
応
急
手
当
や
救
命
処
置
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
そ
の

後
、
消
防
の
方
の
指
導
を
受

け
、
心
肺
蘇

生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い

方
、
負
傷
者

を
移
動
さ
せ

る
方
法
の
実

習
を
行
い
ま

し
た
。

お
知
ら
せ

　

12
月
16
日
㈮
、
体
育
大
会
の

後
、
追
分
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
花

火
を
上
げ
ま
す
。
詳
細
は
決
定

後
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
天
候
に
よ

り
日
程
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も
、

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

12
月
の
行
事
予
定

８
日
㈭

　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
２
年
）

14
日
㈬

　
職
業
ガ
イ
ダ
ン
ス（

１
・
２
年
）

16
日
㈮

　
・
体
育
大
会

　
・
花
火

22
日
㈭

　
・
全
校
集
会

　
・
漢
字
コ
ン
ク
ー
ル

23
日
㈮

　
・
２
・
３
年
生　
授
業
日

　
・
冬
季
休
業
（
～
１
月
16
日
）

追 分 高 校 で す

127

▶皆さんのご意見をお寄せください◀
北海道追分高等学校（☎・FAX ㉕ 2555）

〒059−1911　安平町追分本町７丁目８番地
ホームページで「追高の今」をご覧ください。
【http://www.oiwake.hokkaido-c.ed.jp/】
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町公式YouTubeで「あびら環境フォーラム」を模様を
ご覧いただけます。右記二次元バーコードからアクセ
スしてください。

早来北進産業廃棄物最終処分場建設の問題に
ついて考える　10 回目

「あびら環境フォーラム」に学ぶ（中）「上流から下流へ流れる」と考えると…
　安平町で事業者が計画している産業廃棄物最終処分場問題をテーマに「あび
ら環境フォーラム」（安平町主催）が９月10日に町内で開かれた。今号は、リス
クのある物質は、川の上流から下流へと流れていくということがテーマ。
■遠い所で起きること？
　日本の環境基本法には、環境に関する人々の権利はのっていないと、東京経
済大学の礒

いその
野弥

やよい
生名誉教授はフォーラムで語った。

　「権利がのっていないということが、非常に大きなネックになっています。この環境権というのを環境基本
法の中で実現したい、というのが環境法制に関わるすべての人たちの願いです」と強調した。
　環境権がないということを背景に、産業廃棄物関連施設は、ともすれば脆弱な地域に押し付けられがちにな
り、そうした地域にはいくつもできる、ということになりかねないのだという。「脆弱」というのは、例えば人
口が減少している地域やあまり反対が起きない地域、経済的に立ち行かなくなっている地域などが「狙われや
すい」。
　礒野氏は「人口密集地から遠い場所、遠隔地に立地されやすく、生産とは関係のない地域に押し付けられる
ということが起きてきます。そういう地域に、押し付けて良いのかという問題を考える必要がある」と指摘。
　遠隔地に立地することで、住民の日常的な関心が薄れ、さらに処分場の下流地域で、さまざまな問題が起き
る可能性があっても関心が持たれにくいという問題などが考えられるとした。また、日本の法律上、事業者か
ら出される情報が「事業者側が住民を説得するための情報」になってしまっており、それを踏まえた上で、住
民にとって必要な情報をいかに取得し、共有していけるか―ということについての重要性を述べた。
　廃棄物処理問題に知見の深い安平町環境保全アドバイザーの藤原寿

としかず
和氏は、最終処分場に埋め立てられるご

みから、さまざまな有害物質が出ることを説明。これらの物質が漏れ出す時は「上流から下流に流れているの
が実態で、埋め立てて『最終処分』ではない。本来、長期的なリスク管理をしていかねばならない」と述べ
た。安平町で事業者が計画する産廃最終処分場について、安平川水系（苫小牧・勇払川と合流し海へと出る）
であり「森、里、川、海がつながっている。広い意味で、一人ひとりが考えていかねばならない」と、立地す
る安平町だけの問題にとどまらないことを指摘した。

■運動がもたらすもの
　上智大学地球環境学研究科の織

おり
朱
あけみ

實教授は、こうした問題に対峙する際、関心がある人、そうでない人も含
めて、どうしたら地域全体で考えていけるのかを示した。
　織氏は「どうしても『法律的には、どのような武器が使えるのか』と法的、技術的問題が論点になってい
く。こうした反対運動等では、その結果として勝った、負けたということでは終わらない大きな傷が残ってい
く」と指摘。
　運動している人、静観している人が同じように考えていけない環境では、どうしても対立構造が残ってしま
うという。それをしないためには「守っていかなければならないこの地域の宝というのが何か？立地すること
で失われるものは何かということを、市民全体で共有していかなければ、次のステップには続いていかない」
と説明。「現在は、一通過点であり、この運動がもたらすものは何か？という視点から、多くの方を巻き込み、
共に考えていくということが大切」だと述べた。

「紙の街の小さな新聞　ひらく」　2022年11月号より

この記事に関する問合せ　税務住民課住民生活グループ　☎㉒ 2940
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健康福祉課国保・介護グループ　☎ ㉙ 7072（早来）　☎ ㉕ 4555（追分）

　日本の高齢化率は29.1％と年々上昇し、安平町の高齢化率も37.6％と全国的と比較して高い状況
にあります。認知症の方も年々増加しており、令和７年には約700万人（高齢者の約５人に１人）
が認知症になると予測されています。
　認知症にも様々な症状があり、その中には外出したものの帰り道や行き先が分からなくなり行方
不明になってしまうことがあります。徘徊により行方不明になる高齢者は年々増加しており、年間
で約17,000人にも達しています。行方不明の時間が９時間を過ぎると発見率が大幅に減少し、５
日間を経過すると生存率は０％となると言われているため、早期発見が極めて重要となります。
■安平町SOSネットワーク事業
　万が一の行方不明時に備え、「名前」「住所」「連絡先」「写真」などの事前登録を行い、実際に行
方が分からなくなった際に登録した情報を活用し、早期発見・保護するための事業です。登録情報
は苫小牧警察署、安平町在宅介護支援センターで情報共有します。登録は健康福祉課国保・介護グ
ループで行っています。

問合せ　・健康福祉課国保・介護グループ　☎ ㉙ 7072（早来）　☎ ㉕ 4555（追分）
　　　　　（安平町地域包括支援センター）　
　　　　・安平町在宅介護支援センター　　早来・遠浅地区　☎ 090‒6879‒8957
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安平・追分地区　☎ 080‒6085‒7894

■安平町SOSネットワーク事業の協力員を募集しています
　行方不明になった方を無事に保護するために、協力員として捜索にご協力をお願いしているもの
です。10月現在、97名の方にご協力いただいております。

　・ 申し込みを希望される方は、健康福祉課国保・介護グループにお問い合わせ 
ください。もしくは、右記二次元バーコードを読み取り、ご登録ください。

　・行方不明者が発生した際は、安平町SOSネットワークよりメール配信を行います。
　　※協力員の方については、ご負担にならない範囲でご協力ください。
　・「この道で見かけた」などの情報がありましたら、苫小牧警察署、健康福祉課国保・介護
　　グループへご連絡ください。

　上記のように、万が一の際にも早期の対応・発見を行えるよう、安平町SOSネットワーク事業を
展開しています。安平町SOSネットワーク事業について詳しく知りたい、認知症の方についての相
談を行いたい等がありましたら、安平町地域包括支援センターまでお電話ください。また、その他
にも多種多様なサービスがありますので、相談やお困りごとがあればご相談ください。

あびらで健やか安心生活

a b i L i f e
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苫小牧警察署からのお知らせ

■応募資格
　自衛官候補生　18歳以上33歳未満の方
　高等工科学校生徒（一般）　15歳以上17歳未満の方
■受付期間（必着）
　自衛官候補生　【第５回試験】12月９日㈮
　高等工科学校生徒（一般）　令和５年１月６日㈮
■試験日程
　自衛官候補生　【第５回試験】12月17日㈯、18日㈰のいずれか１日
　　　　　　　　　　　　　　　筆記試験、口述試験、身体検査
　高等工科学校生徒（一般）　【第１次試験】令和５年１月14日㈯、15日㈰のいずれか１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆記試験
　　　　　　　　　　　　　　【第２次試験】令和５年１月26日㈭～29日㈰の指定する１日
問合せ　自衛隊札幌地方協力本部苫小牧出張所　☎ 0144 ㉜ 3725

消防署からのお知らせ

■歳末火災予防運動が始まります
　　　期 間　　12月20日㈫～31日㈯
　　　防災標語　　「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」
　 　年末の慌ただしい時期を迎えるにあたり、火災は増加傾向となります。
　 　町民の皆さん一人ひとりに防火意識の高揚を図っていただき、火災のない新年を迎えましょう。

■住宅用火災警報器の交換時期を迎えていませんか？
　 　住宅用火災警報器は、火災の早期発見・早期避難に大変有

効ですが、古くなると部品の劣化や電池切れなどが原因で作
動しないことがあります。いざという時に住宅用火災警報器
が正常に作動するよう、定期的に作動確認をお願いします。

　 　また、設置から10年を経過した住宅用火災警報器は本体
の交換をおすすめします。

問合せ　胆振東部消防組合安平支署　☎ ㉒ 2074　　追分出張所　☎ ㉕ 2119

　拉致問題をはじめとする北朝鮮当局による人権侵害問題に関する国民の関心を高めるととも
に、国際社会と連携しつつ北朝鮮による人権侵害問題の実態を解明し、その抑止を図ることを目
的としていて、毎年12月10日から16日までを「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」としています。
　拉致問題をはじめとする北朝鮮当局による人権侵害問題への関心を高めましょう。
問合せ　苫小牧警察署　☎ 0144 ㉟ 0110

自
衛
官
等
募
集
案
内
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催事情報

屋外 デゴイチ青空レストラン
・「ゆるり」12月11日㈰、18日㈰、25日㈰に出店予定。
・「めぐみ水産」は雪が降るまで出店予定。

屋内 D51　MUSIC 12月４日㈰　５組のアーティストによる音楽イベントです。

屋内 乾珍味、海産加工物（坂爪商店） 12月１日㈭～４日㈰

屋内 菓子販売（木野商事） 12月６日㈫～18日㈰

■その他催事情報

・お歳暮や内祝に最適！Ｄ51ステーションオリジナルギフト販売（12月１日㈭〜18日㈰）
　オリジナルギフト企画を開催。日頃お世話になっている方へのギフトとしていかがでしょうか。
　【春雪さぶーる】北海道産豚肉を使用したハム・ソーセージの詰合せセット。
　　　　　　　　　①Ｄ51ステーションオリジナルギフトＡ（内容：全５種類、７パック入り）　4,500円
　　　　　　　　　②Ｄ51ステーションオリジナルギフトＢ（内容：全４種類、８パック入り）　3,400円

　　【農研百姓塾】 北海道枝肉共励会・豚肉の部で優秀賞を受賞した安平町にある富樫オークファームのケンボロー豚
を使用した農研百姓塾の詰合せセット。

　　　　　　　　　③北海道豚丼セット（内容：豚丼の具［ロース］、豚丼のたれ）　3,400円
　　　　　　　　　④ベーコン・ウインナー詰合せ
　　　　　　　　　 （内容：ベーコンブロック、行者にんにくウインナー、玉葱ウインナー）　3,200円
　　　　　　　　　⑤彩り詰合せ
　　　　　　　　　 （内容：ベーコンブロック、豚の丸焼き、ジャンボフランク、行者にんにくウインナー）　5,600円

　【あびら観光協会】今年の販売開始から大好評をいただいている観光協会オリジナル商品のセット。
　　　　　　　　　⑥ケンボロー豚セット
　　　　　　　　　 （内容：ジャンボ肉しゅうまい［６個入270g×２パック］、豚ジンギスカン［300g×２パック］）　3,000円

※価格はすべて税込みで別途送料がかかります。年内到着分は12月18日㈰までの受け付けとなります。

・あびらベジナビ「ヒンメリづくり」（12月11日㈰）
　フィンランドの田園地方で麦わらを使って作られる伝統的な装飾の「ヒンメリ」。日本でも近年、クリスマス
の時期にさまざまな場所に飾られるようになりました。D51ステーションで、クリスマスにピッタリなヒンメ
リを作ってみませんか？
　時　間：10時～15時（14時30分受付終了）
　参加料：ヒンメリ　300円～、ストロースター　500円
　対　象：小学生以上（糸とハサミが使える方に限らせていただきます）

・ベジステ歳末感謝セール（12月24日㈯～29日㈭）
　日頃のご利用に感謝し、年末年始用の特別セットの販売やお得な割引商品を販売します。

■鉄道資料館情報

　12月～３月は、㈯㈰㈷のみの開館となります。ご了承ください（平日は休館）。

■年末年始の休業について

　年末年始は下記のとおり休業させていただきます（トイレ、EV急速充電器は年末年始も24時間利用可）。

休業日　12月30日㈮～令和５年１月３日㈫
・１月４日㈬からは９時～17時の通常営業です。
・１月４日㈬は初売り、１月７日㈯～９日 は新春初売りセールを開催します。お楽しみに！

■イベント情報

道の駅あびらD51ステーション
12月の情報
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ポイントあびらからのお知らせ

■１月のイベント予定
　ポイントあびらジャンボ
　　【実施日】　令和５年１月１日㈰〜31日㈫
　　　期間中に加盟店でお買い物をすると、一定の確率でさらにポイントが当たるかも！
　　※１月のイベントは、内容や時期等に変更が生じることがありますのでご了承ください。

■ポイントあびら　スーパーポイント３倍セール開催中！
　【実施日】　令和４年12月１日㈭〜31日㈯
　　※�お買い物の際にカードを忘れ、加盟店から預り券が発行された場合、引換時には１倍分

（通常ポイント）しか付与されません。カードを忘れたときのためにカードの二次元バー

コードの写真をスマートフォンで撮っておくかポイントあびらのLINEアカウントを友だち

登録し、自分の二次元バーコードをスマートフォンで出せるようにしておくなどのご対応

をお願いします。

【苫小牧医師会】日曜・祝日当番病院（市外局番 0144）

月　日
内科 外科

病院名 電話 病院名 電話

12月

11日㈰ とまこまい北星クリニック �8000 同樹会苫小牧病院 ㊱1221

18日㈰ 合田内科小児科医院 ㉝9208 苫小牧日翔病院 �7000

25日㈰ いまい内科クリニック ㊲8686 とまこまい脳神経外科 �5111

31日㈯ 苫小牧東病院 �8811 ケーアンドエークリニック �2000

１月

１日㈰ とまこまい心血管クリニック ㊳8000 アーク整形外科クリニック �6111

２日㈪ すがわら内科呼吸器科 �7011 同樹会苫小牧病院 ㊱1221

３日㈫ 勤医協苫小牧病院 �3151 こうよう泌尿器科クリニック �8620

町ホームページでは、苫小牧歯科医師会の休日当番医を確認することができます。
URL ＝ https://www.town.abira.lg.jp/kurashi/yakan-kyujitsu

問合せ　ポイントあびら　早来本所　☎ ㉒ 2789（安平町商工会早来本所）
　　　　　　　　　　　　追分支所　☎ ㉕ 2154（安平町商工会追分支所）

左記二次元バーコードから「ポイントあびら」

LINE アカウントの友だち登録が可能です！
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村
むらやま

山　和
かずひこ

彦さん � 追分本町 10/25

中
な か お

尾　春
は る お

雄さん � 早来北進 10/29

三
み か み

上　正
しょういち

一さん � 早来北町 10/31

内
うちうみ

海　亜
あ き

喜さん ㊿ 追分緑が丘 11/５

福
ふくむら

村　ヒデさん � 東早来 11/５

井
いのうえ

上　敏
と し こ

子さん � 追分美園 11/７

鎌
か ま の

野　利
としひろ

博さん � 追分美園 11/７

竹
たけうち

内　亨
とおる

さん � 追分花園 11/８

安平町の人口・世帯数
（令和４年11月29日現在）

　総人口　7,329 人 （−21）
　男　性　3,646 人 （−11）
　女　性　3,683 人 （−10）
　世帯数　3,985世帯（− 9）

※ 交通事故死ゼロ運動の日数は、交通安全
だよりをご確認ください。 

寄附・寄贈をいただきました
　・株式会社北海道コクボ様より
　　本「大研究！こだわりと情熱！かちわり氷」２冊　※まんが社会見学シリーズ16（株式会社講談社）

お悔やみ申し上げます

戸籍の窓口から ※戸籍の窓口で掲載の確認ができた方を掲載しています。

・12月１日㈭～16日㈮　平日限定！ロングランキッズデー
　入浴または回数券購入の小学生以下のお子さんに、クリ
スマスツリーが作れる工作ブックをプレゼント！
　※�キッズカード対象イベントですが、期間中スタンプは
１個までとなります。

・12月18日㈰　クリスマス抽選会
　当日まで補助券を配布し、３枚で１回抽選できます。12
月６日㈫、12日㈪は補助券２枚配布デー。今年の特賞はテ
レビです！景品の詳細はぬくもりの湯に掲示および町ホー
ムページに掲載しています。また、当日入浴の小学生以下
のお子さんはおもちゃ抽選会に参加できます！
【ぬくもりサロン】 12月20日㈫　13時～16時
　体組成測定と作業療法士による診断を受けられます。今
月はコミュニケーション麻雀と無料補聴器相談会も実施！
　　参加特典： 入浴料100円引き、入浴スタンプ２倍、 

ポイントあびら50ポイント

12月の休館日
　13日（第２火曜日）、27日（第４火曜日）

　

ぬ
く
も
り
の
湯
に
来
館
さ
れ
る

皆
様
に
は
、
感
染
症
予
防
の
た

め
「
マ
ス
ク
の
着
用
」「
手
指
消

毒
」「
来
館
時
の
体
温
測
定
」
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
体
調
不
良

の
方
は
ご
来
館
を
控
え
て
い
た
だ

く
な
ど
、
引
き
続
き
ご
理
解
と 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

営業時間　11時～22時
※�12月31日㈯、１月１日㈰
の営業時間は11時〜19時
となります。

☎ ㉕ 2968
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が
、
ど
う
や
ら
今
冬

も
ド
カ
雪
が
多
い
と
い
う
予
報
が

出
て
い
る
よ
う
で
す
。
「
や
っ
ぱ
り

雪
景
色
は
き
れ
い
だ
な
」
な
ど
と

言
っ
て
い
ら
れ
る
の
は
12
月
中
ま

で
に
な
り
そ
う
な
気
配
。
３
回
目

と
な
る
安
平
で
過
ご
す
冬
、
今
の

う
ち
に
写
真
を
撮
り
に
行
っ
て
お

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
取
材
で
感
じ
た
の

は
、
児
童
た
ち
が
協
力
し
合
い
、

楽
し
み
な
が
ら
劇
や
音
楽
を
成
功

さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
を
取
材
し

て
い
て
感
じ
ま
し
た
。

　

特
に
、
ダ
ン
ス
は
キ
レ
が
す
ご

く
、
会
場
を
沸
か
せ
る
魅
力
的
な

演
目
が
多
か
っ
た
で
す
。
撮
影
し

な
が
ら
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
私

自
身
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
児

童
た
ち
の
演
技
に
元
気
を
も
ら
い

ま
し
た
。

　

最
後
ま
で
諦
め
ず
に
演
じ
切
っ

た
こ
と
で
達
成
感
が
生
ま
れ
、
思

い
出
に
残
る
発
表
会
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

安 平 町 の安 平 町 の

いよいよ冬がやってきた
地域おこし協力隊　木下 知佳　
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いまいま

取材者側から見た児童たちの演技
総務課情報グループ　亀井 紳之介　


